
池
田
名
誉
会
長
講
義

勝
利
の
経
典
御
書
に
学
ぶ
｜
兄
弟
抄
（
下
）
｜

断
じ
て
勝
て
！
師
は
勝
利
を
待
っ
て
い
る
！

【
今
回
の
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
】
　
御
書
１
０
８
７
ペ
ー
ジ
１
０
行
目
～
１
０
８
９
ペ
ー
ジ
最
後
ま
で

（
注
）
設
問
の
都
合
上
、
回
答
例
と
し
て
「
魔
」
と
「
三
障
四
魔
」
を
使
い
分
け
て
い
ま
す
が
、
こ
の
二
つ
の
言
葉
は
い
ず
れ
の

箇
所
で
も
同
意
で
用
い
て
い
ま
す
。
「
魔
＝
三
障
四
魔
」
と
し
て
理
解
し
て
下
さ
い
。

「
兄
弟
抄
」
は
、
文
永
１
２
年
４
月
に
日
蓮
大
聖
人
が
（
　
身
延
　
）
の
地
か
ら
（
　
池
上
　
）
兄
弟
に
あ
た
え

ら
れ
た
お
手
紙
で
す
。

こ
の
御
文
の
ポ
イ
ン
ト
は

①
（
　
三
障
四
魔
　
）
と
の
闘
争

②
（
　
異
体
　
）
同
心

③
（
　
師
弟
　
）
不
二
の
信
心
　
で
す
。

※
池
田
先
生
の
講
義
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
、
語
群
か
ら
言
葉
を
選
ん
で
次
の
文
章
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。

　
魔
　
三
障
四
魔
　
仏
　
行
解
　
創
価
学
会
　
戸
田
城
聖
　
無
明
　
紛
然
　
広
宣
流
布
　
日
蓮
大
聖
人

　
一
生
　 

原
水
爆
禁
止
宣
言
　
強
敵
　
立
正
　
一
凶
　
追
撃
　
宗
門
　
三
代
　
幸
福

私
た
ち
の
人
生
、
信
心
は
、
生
命
を
幸
福
へ
向
か
わ
せ
る
（
　
仏
　
）
の
住
み
家
と
す
る
か
、
逆
に
不
幸
へ

と
向
か
わ
せ
る
（
　
魔
　
）
の
住
所
と
す
る
か
、
ど
ち
ら
か
一
方
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

進
ん
で
（
　
魔
　
）
の
働
き
を
か
り
出
し
、
こ
れ
を
退
治
し
て
こ
そ
幸
福
と
広
宣
流
布
と
が
あ
る
。

（
　
魔
　
）
と
の
戦
い
の
中
に
（
　
一
生
　
）
成
仏
と
広
宣
流
布
の
信
心
が
あ
る
。

牧
口
先
生
は
、
「
（
　
行
解
　
）
既
に
勤
め
ぬ
れ
ば
（
　
三
障
四
魔
　
）
（
　
紛
然
　
）
と
し
て
競
い
起
る
」
と
の

御
文
を
通
し
て
、
（
　
魔
　
）
と
戦
う
信
心
こ
そ
日
蓮
大
聖
人
の
仏
法
の
真
髄
で
あ
る
と
強
調
さ
れ
た
。

現
代
に
お
い
て
（
　
創
価
学
会
　
）
は
、
大
聖
人
の
仏
法
を
正
し
く
如
説
修
行
し
抜
い
て
き
た
。

牧
口
先
生
に
続
き
、
弟
子
で
あ
る
（
　
戸
田
城
聖
　
）
先
生
も
ま
た
一
貫
し
て
破
邪
顕
正
の
指
揮
を
と
ら
れ

た
。
そ
の
（
　
戸
田
城
聖
　
）
先
生
を
お
護
り
し
た
の
が
池
田
先
生
で
あ
る
。

（
　
戸
田
城
聖
　
）
第
二
代
会
長
の
闘
争
と
は
、
こ
の
地
上
か
ら
悲
惨
と
不
幸
を
根
絶
す
る
た
め
に
、

貧
困
・
憎
悪
・
暴
力
の
苦
悩
の
解
決
へ
、
人
間
の
根
源
悪
で
あ
る
（
　
無
明
　
）
を
打
ち
破
る
宗
教
革
命
で

あ
っ
た
。
「
三
類
の
（
　
強
敵
　
）
」
を
打
ち
破
り
つ
つ
「
（
　
立
正
　
）
安
国
」
の
砦
を
築
い
た
。

昭
和
３
２
年
９
月
に
発
表
し
た
（
　
原
水
爆
禁
止
宣
言
　
）
は
、
人
類
の
魔
性
の
爪
を
も
ぎ
と
る
熾
烈
な
闘

争
で
あ
る
。

そ
し
て
、
（
　
宗
門
　
）
に
巣
食
う
邪
悪
と
戦
い
抜
き
、
人
類
の
（
　
一
凶
　
）
と
な
る
一
切
の
魔
性
へ
の

（
　
追
撃
　
）
の
手
を
緩
め
て
は
な
ら
な
い
と
遺
命
さ
れ
た
。

創
価
学
会
に
お
け
る
（
　
魔
　
）
と
の
闘
争
が
（
　
日
蓮
大
聖
人
　
）
御
聖
訓
通
り
の
（
　
三
代
　
）
会
長
の
闘

争
を
貫
く
学
会
指
導
の
骨
髄
で
あ
る
。

こ
の
信
心
を
継
承
す
れ
ば
、
（
　
広
宣
流
布
　
）
は
必
ず
実
現
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
１



【
１
】
「
門
家
の
明
鏡
」
「
未
来
の
資
糧
」

さ
れ
ば
（
　
天
台
　
）
大
師
の
摩
訶
止
観
と
申
す
文
は
天
台
一
期
の
大
事
・
一
代
聖
教
の
肝
心
ぞ
か
し

（
中
略
）
其
の
上
摩
訶
止
観
の
第
五
の
巻
の
一
念
（
　
三
千
　
）
は
今
一
重
立
ち
入
た
る
法
門
ぞ
か
し
、
此
の

法
門
を
申
す
に
は
必
ず
（
　
魔
　
）
出
来
す
べ
し
（
　
魔
　
）
競
は
ず
は
（
　
正
法
　
）
と
知
る
べ
か
ら
ず
、
第

五
の
巻
に
云
く
「
（
　
行
解
　
）
既
に
勤
め
ぬ
れ
ば
（
　
三
障
四
魔
　
）
紛
然
と
し
て
（
　
競
い
　
）
起
る
乃
至

随
う
可
ら
ず
畏
る
可
ら
ず
之
に
随
え
ば
将
に
人
を
し
て
（
　
悪
道
　
）
に
向
わ
し
む
之
を
畏
れ
ば

（
　
正
法
　
）
を
修
す
る
こ
と
を
妨
ぐ
」
等
云
云
、
此
の
釈
は
日
蓮
が
身
に
当
る
の
み
な
ら
ず

（
　
門
家
の
明
鏡
　
）
な
り
謹
ん
で
習
い
伝
え
て
（
　
未
来
　
）
の
資
糧
と
せ
よ

※
右
の
御
文
を
踏
ま
え
て
空
欄
を
埋
め
な
さ
い
。

断
じ
て
（
　
魔
　
）
に
敗
れ
て
は
な
ら
な
い
。

信
心
と
は
（
　
三
障
四
魔
　
）
と
の
戦
い
で
あ
る
。

（
　
一
念
　
）
三
千
の
法
門
こ
そ
仏
教
の
肝
心
で
あ
る
。

（
　
一
念
三
千
　
）
の
法
門
は
、
万
人
（
　
成
仏
　
）
を
示
す
法
華
経
の
真
髄
を
、
生
命
変
革
の
実
践
の
指
標

と
し
て
、
（
　
天
台
　
）
大
師
が
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

仏
法
の
極
理
を
説
く
に
あ
た
っ
て
は
、
決
し
て
（
　
三
障
四
魔
　
）
を
恐
れ
て
退
転
し
て
は
な
ら
な
い
。

正
し
い
仏
法
の
実
践
に
は
必
ず
（
　
三
障
四
魔
　
）
が
出
来
す
る
。

敢
然
と
（
　
魔
　
）
を
打
ち
破
り
、
生
命
変
革
を
勝
ち
取
っ
て
い
く
た
め
の
指
標
で
あ
る
。

※
「
行
解
既
に
勤
め
ぬ
れ
ば
」
と
の
御
文
に
関
し
て
次
の
御
文
を
埋
め
な
さ
い
。

　

経
典
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
り
、
そ
の
理
解
に
基
い
た
修
行
が
整
っ
た
時
、
す
な
わ
ち
、
い
よ
い
よ

（
　
生
命
　
）
変
革
の
本
格
的
な
修
行
に
入
る
時
だ
か
ら
こ
そ
（
　
三
障
四
魔
　
）
が
競
い
起
こ
る
。

（
　
行
学
　
）
の
二
道
に
励
み
、
「
い
ざ
前
進
」
の
時
に
必
ず
（
　
三
障
四
魔
　
）
が
競
い
起
こ
る
。

凡
夫
か
ら
（
　
仏
　
）
へ
の
境
目
の
時
に
（
　
三
障
四
魔
　
）
が
起
こ
る
。

※
「
紛
然
と
し
て
競
い
起
こ
る
」
と
の
御
文
に
関
し
て
次
の
御
文
を
埋
め
な
さ
い
。

　三
障
四
魔
は
、
入
り
交
じ
っ
て
争
う
よ
う
に
出
て
く
る
。

　
三
障
四
魔
の
紛
然
た
る
策
動
は
　
①
（
　
不
意
　
）
を
つ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
（
　
怖
が
ら
せ
る
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
（
　
誘
惑
　
）
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
（
　
嫌
気
　
）
を
誘
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
（
　
疲
れ
　
）
さ
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
（
　
油
断
　
）
さ
せ
る
　
等
の
形
で
あ
ら
わ
れ
る
。

※
次
の
文
章
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。

三
障
四
魔
に
立
ち
向
う
信
心
の
要
諦
と
し
て
、
（
　
天
台
　
）
大
師
は
、

①
（
　
随
う
　
）
べ
か
ら
ず
、

②
（
　
畏
る
　
）
べ
か
ら
ず
　
と
い
う
２
点
を
強
調
さ
れ
て
い
る
。

魔
に
随
え
ば
（
　
悪
道
　
）
に
引
き
落
と
さ
れ
、
魔
を
畏
れ
れ
ば
（
　
正
法
修
行
　
）
の
妨
げ
に
な
る
。

２
２



※
語
群
か
ら
選
ん
で
次
の
文
章
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。

　
信
心
　
毒
　
薬
　
智
慧
　
勇
気
　
仏
　
南
無
妙
法
蓮
華
経
　
大
難
・
難
　
三
障
四
魔
・
魔
　
安
楽

　
悦
び
　
未
来
　
法
華
経
　
資
糧
　
日
蓮
　
日
蓮
大
聖
人
　
門
家
　
門
下
　
明
鏡
　
創
価
学
会
　
災
　
幸 

そ
の
根
本
は
、
（
　
南
無
妙
法
蓮
華
経
　
）
の
唱
題
行
で
あ
り
、

魔
に
従
わ
ず
魔
を
魔
と
見
破
る
（
　
智
慧
　
）
と
、

魔
を
恐
れ
ず
魔
に
断
固
立
ち
向
か
う
（
　
勇
気
　
）
の
源
泉
に
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

妙
法
の
力
用
が
、
「
無
明
」
を
即
「
（
　
法
　
）
性
」
へ
転
じ
、
「
（
　
難
　
）
来
る
を
以
て
（
　
安
楽
　
）
」
の
境
涯

を
開
く
こ
と
に
繋
が
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
（
　
三
障
四
魔
　
）
と
戦
う
こ
と
で
信
心
が
磨
か
れ
る
。

猪
が
金
山
を
摺
り
、
衆
流
が
海
に
入
る
り
、
薪
の
火
を
熾
（
さ
か
ん
）
に
し
、
風
の
求
羅
を
益
す
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。
法
華
経
へ
の
強
情
な
（
　
信
心
　
）
こ
そ
「
変
（
　
毒
　
）
為
（
　
薬
　
）
」
の
妙
用
を
も
た
ら
す
。

「
（
　
災
　
）
い
」
を
変
じ
て
「
（
　
幸
　
）
い
」
へ
と
変
え
る
の
で
あ
る
。

「
（
　
大
難
　
）
来
り
な
ば
強
盛
の
信
心
弥
弥
（
　
悦
び
　
）
を
な
す
べ
し
」
と
御
書
に
あ
る
よ
う
に
、

（
　
大
難
　
）
は
（
　
法
華
経
　
）
の
行
者
の
生
命
を
強
く
す
る
。

（
　
大
難
　
）
に
雄
雄
し
く
立
ち
向
か
っ
て
こ
そ
、
（
　
仏
　
）
界
の
生
命
は
い
や
ま
し
て
輝
く
。

「
（
　
難
　
）
即
成
（
　
仏
　
）
」
の
軌
道
を
示
し
て
、
最
後
ま
で
戦
え
と
指
導
さ
れ
て
い
る
。 

三
障
四
魔
と
戦
い
、
勝
ち
切
っ
て
い
く
軌
道
は
、
師
匠
で
あ
る
御
本
仏
（
　
日
蓮
大
聖
人
　
）
が
歩
ま
れ
た
。

御
文
に
「
（
　
日
蓮
　
）
が
身
に
当
る
」
と
あ
る
実
践
で
あ
る
。

師
に
続
い
て
栄
光
の
大
道
を
歩
む
こ
と
が
「
（
　
日
蓮
　
）
が
身
に
当
る
の
み
な
ら
ず
（
　
門
家
の
明
鏡
　
）

な
り
」
の
本
意
で
あ
る
。

そ
し
て
、
「
謹
ん
で
習
い
伝
え
て
（
　
未
来
　
）
の
（
　
資
糧
　
）
と
せ
よ
」
と
は
、
門
下
と
し
て
勝
利
し
た
姿

が
さ
ら
に
後
に
続
く
（
　
門
下
　
）
た
ち
の
未
来
永
遠
の
手
本
に
な
る
方
程
式
を
示
し
て
い
る
。

師
に
教
わ
っ
た
「
（
　
魔
　
）
と
戦
う
信
心
」
を
謹
ん
で
習
い
伝
え
、
（
　
創
価
学
会
　
）
万
代
の
発
展
の
因
を

今
こ
そ
築
こ
う
！

【
２
】
三
障
四
魔
と
戦
う
「
本
物
の
信
心
」

此
の
釈
に
三
障
と
申
す
は
（
　
煩
悩
　
）
障
・
（
　
業
　
）
障
・
（
　
報
　
）
障
な
り
、
（
　
煩
悩
　
）
障
と
申
す

は
（
　
貪
瞋
癡
　
）
等
に
よ
り
て
障
礙
出
来
す
べ
し
、
（
　
業
　
）
障
と
申
す
は
（
　
妻
子
　
）
等
に
よ
り
て
障

礙
出
来
す
べ
し
、
（
　
報
　
）
障
と
申
す
は
（
　
国
主
父
母
　
）
等
に
よ
り
て
障
礙
出
来
す
べ
し
、

又
四
魔
の
中
に
（
　
天
子
　
）
魔
と
申
す
も
是
く
の
如
し
今
日
本
国
に
我
も
止
観
を
得
た
り
我
も
止
観
を
得

た
り
と
云
う
人
人
誰
か
（
　
三
障
四
魔
　
）
競
へ
る
人
あ
る
や

（
１
）
三
障
の
説
明
に
つ
い
て
次
の
文
章
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。

三
障
と
は
、
（
　
仏
道
　
）
修
行
を
妨
げ
、
（
　
善
　
）
根
を
害
す
る
３
つ
の
働
き
で
あ
り
、

（
　
煩
悩
　
）
障
、
（
　
業
　
　
）
障
、
（
　
報
　
　
）
障
で
あ
る
。

２
３



※
語
群
か
ら
選
ん
で
次
の
文
章
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。

　 

妻
子
　 

国
主
父
母
　
煩
悩
　
生
命
　
悪
　
善
　
心
　
信
心
　
過
去
　
未
来
　
絶
対
　
相
対

　 

貧
・
瞋
・
癡
　
悪
縁

煩
悩
障
と
は
、
（
　
貧
・
瞋
・
癡
　
）
な
ど
、
そ
の
人
自
身
に
具
わ
る
（
　
煩
悩
　
）
が
信
心
修
行
の

妨
げ
と
な
る
こ
と
を
さ
す
。
（
　
煩
悩
　
）
と
は
、
（
　
生
命
　
）
力
を
弱
め
、
（
　
心
　
）
を
狂
わ
せ

て
、
向
上
の
気
力
そ
の
も
の
を
失
わ
せ
る
心
の
働
き
で
あ
る
。

業
障
と
は
、
自
身
の
（
　
生
命
　
）
に
刻
ま
れ
た
（
　
悪
　
）
業
の
影
響
力
が
信
仰
の
妨
げ
に
な
る
。

本
文
中
に
（
　
妻
子
　
）
に
よ
る
妨
げ
と
代
表
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。

報
障
と
は
、
（
　
過
去
　
）
世
の
（
　
悪
　
）
業
の
果
報
に
よ
っ
て
生
じ
る
障
り
で
あ
り
、

（
　
悪
　
）
世
や
悪
環
境
に
生
ま
れ
る
こ
と
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

本
文
中
に
は
（
　
国
主
父
母
　
）
等
に
よ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
大
切
な
点
は
、
妻
子
や
国
主
等
は
、
自
身
の
（
　
信
心
　
）
を
妨
げ
る
（
　
悪
縁
　
）
に
過
ぎ

な
い
。
退
転
す
る
か
ど
う
か
は
、
自
分
自
身
の
（
　
心
　
）
の
問
題
で
あ
る
。

言
い
換
え
れ
ば
、
妻
子
や
国
主
は
（
　
絶
対
　
）
的
な
悪
で
は
な
い
。
自
身
が
勝
利
す
れ
ば
三
障
四

魔
も
（
　
善
　
）
知
識
と
な
る
。
大
切
な
点
は
、
自
身
が
変
革
す
る
こ
と
で
、
他
者
の
（
　
生
命
　
）

を
変
革
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
希
望
の
哲
学
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
２
）
四
魔
に
つ
い
て
次
の
空
欄
を
埋
め
な
さ
い
。

四
魔
と
は
、
信
心
し
て
い
る
人
自
身
の
（
　
生
命
　
）
の
内
側
か
ら
、
（
　
生
命
　
）
そ
の
も
の
を
奪

い
、
心
を
破
壊
し
よ
う
と
す
る
４
つ
の
働
き
で
あ
る
。
殺
者
、
能
奪
（
　
命
　
）
者
、
破
壊
と
も
い
う
。

（
　
煩
悩
　
）
魔
　
＝
　
（
　
煩
悩
　
）
が
衆
生
の
心
を
悩
乱
し
、
智
慧
の
命
を
奪
う
こ
と

（
　
陰
　
　
）
魔
　
＝
　
五
（
　
陰
　
）
の
不
調
和
か
ら
心
の
懊
悩
が
生
じ
て
信
心
を
破
壊
す
る
こ
と

（
　
死
　
　
）
魔
　
＝
　
①
修
行
者
自
身
の
（
　
生
命
　
）
を
奪
う
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
修
行
者
の
（
　
死
　
）
に
よ
っ
て
回
り
の
人
が
疑
い
を
起
こ
す
こ
と

（
　
天
子
　
）
魔
　
＝
　
別
名
を
（
　
他
化
自
在
天
子
　
）
魔
、
（
　
第
六
天
　
）
の
魔
王
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
兄
弟
抄
で
は
（
　
池
上
　
）
兄
弟
の
仲
を
裂
き
、
（
　
信
心
　
）
を
や
め
さ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う
と
働
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
３
）
こ
の
御
文
を
通
し
て
池
田
先
生
は
「
現
実
に
三
障
四
魔
と
戦
い
続
け
る
大
聖
人
と
門
下
だ
け
が
、
真

の
正
法
実
践
の
継
承
者
で
あ
る
」
と
講
義
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
語
群
か
ら
選
ん
で
次

の
文
章
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。

　 

三
障
四
魔
　
日
蓮
大
聖
人
　
門
下
　
創
価
　
日
蓮
正
宗
　
獄
卒
　
悪
道
　
信
者
　
行
者

（
　
三
障
四
魔
　
）
を
起
こ
し
て
、
打
ち
破
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
（
　
日
蓮
大
聖
人
　
）
ご
自
身
と

（
　
門
下
　
）
し
か
い
な
い
。

現
代
に
お
い
て
は
、
（
　
創
価
　
）
の
師
弟
の
闘
争
で
あ
り
、
学
会
員
の
実
践
し
か
な
い
。

従
来
の
（
　
日
蓮
正
宗
　
）
の
信
者
の
中
に
は
、
（
　
三
障
四
魔
　
）
を
起
こ
し
た
者
は
誰
も
い
な
い
。

魔
が
起
こ
ら
な
い
で
人
を
指
導
す
る
の
は
「
（
　
悪
道
　
）
に
人
を
つ
か
は
ず
（
　
獄
卒
　
）
」
で
あ
る
。

（
　
三
障
四
魔
　
）
が
起
こ
る
の
が
（
　
行
者
　
）
で
あ
る
。
単
な
る
（
　
信
者
　
）
に
は
（
　
魔
　
）
は

起
こ
ら
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
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（
４
）
牧
口
先
生
の
指
導
を
踏
ま
え
て
語
群
か
ら
選
ん
で
次
の
文
章
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。

　 

菩
薩
　
大
善
　
小
善
　
三
障
四
魔
　
魔
　
信
者
　
行
者
　
創
価
学
会
員
　
成
仏
　
広
宣
流
布
　 

身
命

自
分
の
た
め
だ
け
に
信
仰
し
て
い
る
（
　
小
善
　
）
生
活
者
に
は
決
し
て
（
　
魔
　
）
は
起
こ
ら
な
い
。

（
　
菩
薩
　
）
行
と
い
う
（
　
大
善
　
）
生
活
を
や
れ
ば
、
必
ず
（
　
魔
　
）
が
起
こ
る
。

敢
然
と
大
悪
と
戦
う
我
々
に
（
　
三
障
四
魔
　
）
が
紛
然
と
競
い
起
こ
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
起
こ

る
か
ら
こ
そ
（
　
行
者
　
）
な
の
で
あ
る
。
自
分
だ
け
の
利
益
を
願
い
、
（
　
魔
　
）
と
の
戦
い
を
避

け
る
臆
病
な
（
　
信
者
　
）
に
な
る
な
。
　

一
生
（
　
成
仏
　
）
、
（
　
広
宣
流
布
　
）
の
た
め
に
（
　
身
命
　
）
を
賭
し
て
（
　
三
障
四
魔
　
）
と
戦

う
人
こ
そ
真
の
（
　
行
者
　
）
で
あ
る
。

我
が
（
　
創
価
学
会
員
　
）
こ
そ
、
現
代
の
誉
れ
の
（
　
行
者
　
）
で
あ
る
。

【
３
】
人
々
を
悪
道
に
堕
と
す
獄
卒
と
の
闘
争

之
に
随
え
ば
将
に
人
を
し
て
（
　
悪
道
　
）
に
向
わ
し
む
と
申
す
は
只
三
悪
道
の
み
な
ら
ず
人
天
・

（
　
九
界
　
）
を
皆
（
　
悪
道
　
）
と
か
け
り
、
さ
れ
ば
（
　
法
華
経
　
）
を
除
き
て
華
厳
・
阿
含
・
方
等
・
般

若
・
涅
槃
・
大
日
経
等
な
り
、
天
台
宗
を
除
き
て
余
の
七
宗
の
人
人
は
人
を
（
　
悪
道
　
）
に
向
わ
し
む
る

（
　
獄
卒
　
）
な
り
、
天
台
宗
の
人
人
の
中
に
も
（
　
法
華
経
　
）
を
信
ず
る
や
う
に
て
人
を
爾
前
へ
や
る
は

（
　
悪
道
　
）
に
人
を
つ
か
は
す
（
　
獄
卒
　
）
な
り

※
本
文
を
踏
ま
え
て
次
の
文
章
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。

諸
宗
の
悪
僧
た
ち
は
、
人
々
を
三
障
四
魔
に
よ
っ
て
悪
道
に
堕
と
す
（
　
悪
　
）
知
識
で
あ
る
。

人
々
を
（
　
悪
道
　
）
に
向
か
わ
せ
る
（
　
獄
卒
　
）
で
あ
る
。

天
台
宗
の
僧
た
ち
も
（
　
法
華
経
　
）
を
捨
て
さ
せ
て
い
る
の
で
（
　
獄
卒
　
）
で
あ
る
。

「
獄
卒
」
を
根
源
の
悪
と
し
て
責
め
る
日
蓮
門
下
に
（
　
三
障
四
魔
　
）
が
出
来
す
る
の
は
必
然
で
あ
る
。

大
聖
人
と
共
に
立
ち
上
が
っ
た
の
が
池
上
兄
弟
を
は
じ
め
と
す
る
真
正
の
（
　
弟
子
　
）
で
あ
る
。

大
聖
人
は
こ
の
御
文
を
通
し
て
、
（
　
師
弟
　
）
の
共
戦
を
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
る
。

【
４
】
兄
弟
、
夫
婦
の
団
結
こ
そ
勝
利
の
因
　
《
　
異
体
同
心
の
団
結
の
大
切
さ
　
》

今
二
人
の
人
人
は
隠
士
と
烈
士
と
の
ご
と
し
一
も
か
け
な
ば
成
ず
べ
か
ら
ず
、
（
中
略
）

此
の
法
門
の
ゆ
へ
に
は
設
ひ
夫
に
害
せ
ら
る
る
と
も
悔
ゆ
る
事
な
か
れ
、
一
同
し
て
夫
の
心
を
い
さ
め
ば

竜
女
が
跡
を
つ
ぎ
末
代
悪
世
の
（
　
女
人
　
）
の
成
仏
の
手
本
と
成
り
給
う
べ
し
、
此
く
の
如
く
お
は
さ
ば

設
ひ
い
か
な
る
事
あ
り
と
も
日
蓮
が
二
聖
・
二
天
・
十
羅
刹
・
釈
迦
・
多
宝
に
申
し
て
順
次
生
に

（
　
仏
　
）
に
な
し
・
た
て
ま
つ
る
べ
し

※
語
群
か
ら
言
葉
を
選
ん
で
次
の
文
章
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。

魔
性
と
戦
う
信
心
の
要
諦
は
「
（
　
師
弟
　
）
不
二
」
と
「
異
体
（
　
同
心
　
）
」
で
あ
る
。

魔
は
（
　
分
断
　
）
を
た
く
ら
む
。

（
　
魔
　
）
を
打
ち
破
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
善
の
連
帯
し
か
な
い
。

信
仰
者
の
（
　
団
結
　
）
こ
そ
、
（
　
魔
　
）
性
の
侵
入
を
防
ぐ
最
高
の
金
城
鉄
壁
で
あ
る
。
　
　
　
　
２
５



一
家
和
楽
に
お
い
て
、
い
ざ
と
い
う
時
、
（
　
女
性
　
）
の
信
心
が
大
切
で
あ
る
。

一
家
和
楽
の
信
心
に
は
、
あ
せ
り
は
必
要
な
い
。

た
だ
一
人
が
（
　
妙
法
　
）
を
持
て
ば
、
家
族
一
族
を
照
ら
す
（
　
太
陽
　
）
が
昇
っ
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

「
全
員
を
幸
せ
に
し
て
み
せ
る
」
と
の
祈
り
と
確
信
が
大
切
で
あ
る
。

（
　
夫
人
　
）
た
ち
が
聡
明
に
毅
然
た
る
信
心
を
貫
け
ば
、
（
　
魔
　
）
を
必
ず
打
ち
破
り
、
家
族
一
同
に

（
　
成
仏
　
）
の
大
境
涯
を
あ
ら
わ
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
師
弟
　
魔
　
団
結
　
女
性
・
夫
人
　
男
性
　
成
仏
　
異
心
　
同
心
　
分
断
　
妙
法
・
仏
法
　
太
陽

【
５
】
「
心
こ
そ
大
切
」
の
勝
利
の
人
生
を

（
　
心
　
）
の
師
と
は
・
な
る
と
も
（
　
心
　
）
を
師
と
せ
ざ
れ
と
は
六
波
羅
蜜
経
の
文
な
り
。

設
ひ
・
い
か
な
る
・
（
　
わ
づ
ら
は
し
き
　
）
事
あ
り
と
も
夢
に
な
し
て
只
（
　
法
華
経
　
）
の
事
の
み
さ
は

ぐ
ら
せ
給
う
べ
し

※
あ
と
の
語
群
か
ら
言
葉
を
選
ん
で
次
の
文
章
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。

「
（
　
心
　
）
こ
そ
大
切
な
れ
」
で
あ
る
。

（
　
心
　
）
に
は
生
命
に
無
常
の
尊
極
性
を
（
　
開
く
　
）
力
が
あ
る
。

（
　
無
明
　
）
に
つ
き
動
か
さ
れ
堕
落
す
る
の
も
（
　
心
　
）
で
あ
る
。

（
　
心
　
）
の
変
革
こ
そ
が
成
仏
の
一
切
の
根
幹
で
あ
る
。

そ
の
と
き
に
、
揺
れ
動
く
自
分
の
（
　
心
　
）
を
基
準
に
す
る
の
で
は
な
い
。

絶
対
に
揺
る
が
な
い
成
仏
の
山
頂
を
見
据
え
て
「
心
の
（
　
師
　
）
」
を
求
め
ぬ
く
し
か
な
い
。

「
心
の
（
　
師
　
）
と
は
・
な
る
と
も
心
を
（
　
師
　
）
と
せ
ざ
れ
」
で
あ
る
。

「
心
の
（
　
師
　
）
」
と
は
、
断
固
と
し
て
揺
れ
動
か
な
い
不
動
の
根
拠
で
あ
る
「
（
　
法
　
）
」
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
「
（
　
法
　
）
」
を
悟
り
弘
め
る
仏
の
説
き
残
し
た
「
経
典
」
が
大
事
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
「
（
　
御
本
尊
　
）
根
本
」
「
（
　
御
書
　
）
根
本
」
の
姿
勢
が
「
心
の
（
　
師
　
）
」
を
求
め

る
こ
と
に
な
る
。

「
法
」
と
私
自
身
を
結
び
つ
け
る
の
が
「
（
　
師
匠
　
）
」
の
存
在
で
あ
る
。

「
心
の
師
」
を
求
め
る
生
き
方
と
は
、
自
分
中
心
の
（
　
慢
心
　
）
で
は
な
く
、
（
　
師
弟
　
）
不
二
の

求
道
の
信
心
に
生
き
抜
く
こ
と
で
あ
る
。

本
文
に
「
た
と
え
、
心
を
煩
わ
せ
る
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
夢
と
思
っ
て
、
た
だ
法
華
経

の
こ
と
だ
け
に
専
念
し
て
い
き
な
さ
い
」
と
は
、
ま
さ
に
、
ど
こ
ま
で
も
「
心
の
師
」
で
あ
る

「
（
　
法
　
）
」
を
根
本
と
し
て
生
き
抜
け
と
の
師
匠
の
叫
び
で
あ
る
。

現
代
に
お
い
て
、
「
心
の
師
」
を
求
め
る
生
き
方
を
実
践
す
る
（
　
学
会
員
　
）
こ
そ
、
「
広
宣
流
布
の

宝
」
「
人
類
の
宝
」
で
あ
る
。

世
界
の
知
性
が
賛
嘆
す
る
時
代
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。

　
無
明
　
法
性
　
心
　
開
く
　
師
・
師
匠
　
師
弟
　
法
　
御
本
尊
　
御
書
　
学
会
員
　
慢
心

２
６



【
６
】
「
師
弟
不
二
」
の
信
心
こ
そ
一
切
の
要

中
に
も
（
　
日
蓮
　
）
が
法
門
は
古
へ
こ
そ
信
じ
か
た
か
り
し
が
今
は
前
前
い
ひ
を
き
し
事
既
に
あ
ひ
ぬ
れ

ば
よ
し
な
く
謗
ぜ
し
人
人
も
悔
る
心
あ
る
べ
し
、
設
ひ
こ
れ
よ
り
後
に
信
ず
る
男
女
あ
り
と
も
各
各
に
は

か
へ
思
ふ
べ
か
ら
ず
（
中
略
）

此
の
御
文
は
別
し
て
ひ
や
う
へ
の
志
殿
へ
ま
い
ら
せ
候
、
又
太
夫
志
殿
の
女
房
兵
衛
志
殿
の
女
房
に
よ
く

よ
く
申
し
き
か
せ
さ
せ
給
う
べ
し
・
き
か
せ
さ
せ
給
う
べ
し

※
あ
と
の
語
群
か
ら
言
葉
を
選
ん
で
次
の
文
章
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。

ど
ん
な
嵐
が
吹
き
荒
れ
て
も
、
い
さ
さ
か
も
微
動
だ
に
せ
ず
、
背
信
の
者
達
を
悠
然
と
見
下
ろ
し
、

（
　
広
宣
流
布
　
）
の
大
道
を
貫
い
て
き
た
門
下
た
ち
こ
そ
真
の
（
　
弟
子
　
）
で
あ
る
。

（
　
師
弟
　
）
こ
そ
人
生
の
無
常
の
価
値
で
あ
る
。

（
　
一
生
成
仏
　
）
と
い
う
大
空
に
悠
々
と
舞
い
上
が
っ
て
い
く
に
は
、
（
　
難
　
）
と
い
う
烈
風
に
向
か
っ

て
飛
び
立
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
（
　
難
　
）
に
負
け
な
い
信
心
こ
そ
が
、
永
遠
の
（
　
幸
福
　
）
の
城
を
築
き

ゆ
く
力
な
の
だ
。
（
　
信
心
　
）
で
超
え
ら
れ
ぬ
（
　
難
　
）
な
ど
、
断
じ
て
な
い
。

学
会
精
神
と
は
、
（
　
折
伏
　
）
精
神
で
あ
り
、
（
　
魔
　
）
と
戦
う
攻
撃
精
神
で
あ
る
。

ど
こ
ま
で
も
大
切
な
の
は
（
　
信
心
　
）
で
あ
る
。

御
書
に
「
必
ず
（
　
三
障
四
魔
　
）
と
申
す
障
い
で
き
た
れ
ば
（
　
賢
者
　
）
は
よ
ろ
こ
び
（
　
愚
者
　
）
は
退

く
こ
れ
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、

「
（
　
賢
者
　
）
は
よ
ろ
こ
び
」
の
信
心
に
立
て
ば
、
（
　
三
障
四
魔
　
）
の
激
し
い
風
は
、
わ
が
生
命
に
覆
う

（
　
宿
命
　
）
の
雲
を
吹
き
払
う
。

澄
み
切
っ
た
天
空
に
、
大
歓
喜
の
虹
が
か
か
る
こ
と
は
絶
対
に
間
違
い
な
い
。

「
正
義
」
と
「
幸
福
」
と
「
勝
利
」
の
太
陽
の
光
が
燦
然
と
輝
く
こ
と
を
確
信
し
て
威
風
堂
々
と
進
む
こ
と
で
あ

る
。
（
　
三
障
四
魔
　
）
を
打
ち
破
る
（
　
弟
子
　
）
の
勝
利
こ
そ
、
（
　
師
匠
　
）
の
祈
り
で
あ
り
、
喜
び
な

の
で
す
。

　
一
生
成
仏
　
難
　
信
心
　
三
障
四
魔
　
幸
福
　
賢
者
　
愚
者
　
三
障
四
魔
　
弟
子
　
師
匠

【
追
加
設
問
】

池
上
兄
弟
に
襲
い
掛
か
っ
て
き
た
天
子
魔
に
よ
る
信
心
破
壊
の
具
体
的
な
内
容
を
書
き
な
さ
い
。

父
親
が
兄
を
勘
当
し
て
、
弟
に
家
督
相
続
の
誘
惑
を
し
て
兄
弟
の
団
結
を
分
断
し
よ
う
と
し
た
。

今
回
の
事
件
は
明
ら
か
な
離
間
工
作
で
あ
り
、
第
六
天
の
魔
王
の
働
き
そ
の
も
の
で
あ
る
。 

２
７


